総合研究所・都市減災研究センター（UDM）業績報告書（平成２２年度）

テーマ1　小課題番号1.3　山下哲郎（工学部建築学科）
発表論文名・著書名　等

（例えば発表論文の場合、論文名、著者名、掲載誌名、査読の有無、巻、最初と最後の頁、発表年（西暦）について記入してください。）

著者名が多数にわたる場合は、主な著者を数名記入し以下を省略（省略する場合、その員数と、掲載されている順番を○番目と記入）しても可。なお、研究代表者・研究分担者及び連携研究者には下線を付してください。）

著書

特になし
査読付き論文

特になし
論文「山形鋼を用いたX型ブレースの耐震性に関する実験（仮）」を鋼構造論文集（査読付）に年度内投稿予定
国際学会論文（査読付も含む）

特になし
学術雑誌、商業誌、研究機関への研究報告、展望、解説、論説など

1.山下哲郎：体育館におけるブレース構造の耐震性に関する取組み、建築学会セミナー「学校体育館の耐震診断・改修方法の課題と取り組み」資料、2010/12/03、pp.21-32
招待講演
特になし
口頭発表

1. 米田良祐、山下哲郎：学校体育館におけるブレース構造の耐震性に関する研究、2010日本建築学会大会（北陸）、2010年9月
2. 増田真也、山下哲郎：両端ガセットプレート接合された山形鋼ブレースの座屈耐力に関する実験、2010日本建築学会大会（北陸）、2010年9月

3. 加藤史郎、中澤祥二、山下哲郎：ブレースの座屈特性が耐震性に及ぼす影響　その1　実験とFEM解析の比較、2010日本建築学会大会（北陸）、2010年9月

4. 山下哲郎、加藤史郎、中澤祥二：ブレースの座屈特性が耐震性に及ぼす影響　その2　耐震性指標の検討、2010日本建築学会大会（北陸）、2010年9月

外部資金の獲得

特になし
知的財産権の取得（国内特許、国外特許、実用新案、著作権など）

1. 特になし
各種メディア（新聞・テレビ・ラジオなど）・展示会等で公表

特になし
博士

修士＊＊名

学士１名
その他（報告会・シンポジウムの主催・共催など）

